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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月26日(2010.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の主面と、該第１の主面に対向する第２の主面と、該第１の主面及び第２の主面に
交差する端面とを有する部材と、
　一端及び他端を有する線状の導体が設けられた可撓性の基体と、
を備えており、
　前記基体は、順に連続する第１の領域、第２の領域、及び第３の領域を有しており、
　前記第１の領域は、前記第１の主面に沿っており、
　前記第２の領域は、前記端面に沿っており、
　前記第３の領域は、前記第２の主面に沿っており、
　前記導体の一端及び他端は、前記第２の主面に沿う面と反対側の前記第３の領域の面に
設けられており
　前記導体は、少なくとも前記第１の領域において螺旋状をなす螺旋状部と、前記螺旋状
部の内側端と該導体の前記一端とを接続する第１の接続部と、前記螺旋状部の外側端と該
導体の前記他端とを接続する第２の接続部と、を有しており、
　前記螺旋状部を終端させる前記内側端が、前記第１の領域に存在し、
　前記第１の接続部は、前記第１の領域、前記第２の領域、及び前記第３の領域を通って
、前記螺旋状部の前記内側端と前記導体の前記一端とを接続している、
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アンテナ。
【請求項２】
　前記導体は、前記部材に沿う面と反対側の前記基体の面に設けられており、
　前記螺旋状部は、前記一端及び前記第１の接続部を内側にして、前記第１の領域、前記
第２の領域、及び前記第３の領域に設けられており、
　前記第１の接続部に沿って前記第３の領域に突出された前記導体によるパターンの幅が
前記第１の領域における前記螺旋状部の幅より小さい、
請求項１記載のアンテナ。
【請求項３】
　前記螺旋状部は、前記第１の領域の前記第１の主面に沿う面に設けられており、
　前記第１の接続部は、前記内側端から前記基体のスルーホールを通り、前記端面に沿う
面と反対側の前記第２の領域の面及び前記第２の主面に沿う面と反対側の前記第３の領域
の面を通って、前記一端に接続しており、
　前記第２の接続部は、前記外側端から前記基体のスルーホールを通り、前記端面に沿う
面と反対側の前記第２の領域の面及び前記第２の主面に沿う面と反対側の前記第３の領域
の面を通って、前記他端に接続している、
請求項１記載のアンテナ。
【請求項４】
　前記螺旋状部は、前記第１の主面に沿う面と反対側の前記第１の領域の面に設けられて
おり、
　前記第１の接続部は、前記内側端からスルーホールを介して前記基体の前記部材に沿う
面を通り、更にスルーホールを介して前記第２の主面に沿う面と反対側の前記第３の領域
の面を通って、前記一端に接続しており、
　前記第２の接続部は、前記端面に沿う面と反対側の前記第２の領域の面及び前記第２の
主面に沿う面と反対側の前記第３の領域の面を通って、前記他端に接続している、
請求項１記載のアンテナ。
【請求項５】
　前記螺旋状部の全てが前記第１の領域に設けられている、請求項１に記載のアンテナ。
【請求項６】
　前記部材は、軟磁性材料を含む、請求項１～５の何れか一項記載のアンテナ。
【請求項７】
　前記部材の前記端面が、凸状の曲面である、請求項１～６の何れか一項記載のアンテナ
。
【請求項８】
　請求項１～７の何れか一項記載のアンテナを備える無線ＩＣメモリ。
【請求項９】
　基体と、
　前記基体の一方の面に設けられた導体であって、一端と、他端と、内側端及び外側端を
含む螺旋状部と、該内側端と前記一端とを接続する第１の接続部と、該外側端とを接続す
る第２の接続部と、を有する該導体と、
を備え、
　前記基体は、順に連続する第１の領域、第２の領域、及び、第３の領域を含んでおり、
　前記一端及び前記他端は、前記第３の領域に設けられており、
　前記螺旋状部は、前記第１の領域、前記第２の領域、及び、前記第３の領域において螺
旋状に設けられており、前記第１の接続部及び前記一端を内側にして螺旋状に設けられて
おり、
　前記２の領域及び前記第３の領域方向における前記螺旋状部の幅であって前記第１の領
域、第２の領域、及び、第３の領域が並ぶ方向に交差する幅方向の該螺旋状部の幅は、前
記第１の領域における前記幅方向の前記螺旋状部の幅より、小さい、
アンテナ。
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